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■当金庫の連結決算対象子会社
　当金庫の連結決算対象子会社は、100％出資により平成13年5月に設立した「きたしんビジネスサービス」1社がありますが、同子
会社は当信用金庫の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいと認められるため、連結財
務諸表は作成しておりません。
　なお、資産基準、経常収益基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は下記のとおりであります。

下記算式において、当金庫と子会社間の債権債務及び相互の取引による収益・費用は相殺消去しておりません。

上記により連結自己資本比率における、以下の事項に関しては記載しておりません。

■自己資本の充実度に関する事項

■信用リスクに関する事項（リスク・ウェイトのみなし計算が適用されるエクスポージャー及び証券化エクスポージャーを除く）

■信用リスク削減手法に関する事項

■証券化エクスポージャーに関する事項

■出資等エクスポージャーに関する事項

■リスク・ウェイトのみなし計算が適用されるエクスポージャーに関する事項

■金利リスクに関する事項

■その他金融機関等であって信用金庫の子法人等であるもののうち、自己資本比率規制上の所要自己資本を
下回った会社の名称と所要自己資本を下回った額の総額

　該当ございません。

■派生商品取引及び長期決済期間取引の取引相手のリスクに関する事項

　該当ございません。

このディスクロージャー資料は、信用金庫法施行規則で定める開示項目規定に基づき作成しておりますが、その規定における
各項目は以下のページに掲載しています。
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資 産 基 準 = ×100 = 0.00%子会社の総資産額の合計額
当金庫の総資産額

12百万円
149,247百万円

×100 = 3.02%子会社の経常収益の合計額
当金庫の経常収益

62百万円
2,075百万円

利 益 基 準 = ×100 = 0.00%子会社の当期利益の額のうち持分の合計額
当金庫の当期純利益

0百万円
394百万円

利益剰余金基準　= ×100 = 0.02％子会社の利益剰余金のうち持分の合計額
当金庫の利益剰余金

0百万円
452百万円
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